
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

● コミュニティ・スクールにおける効果的な実践の一つとして、地

域との交流を深めるために、近隣の保育園を訪問している。 

● 技術・家庭科（家庭分野）の授業で製作した遊具等を使用し、幼

児とのふれあいを通し、保育の大切さや生命の尊さ、周囲への感

謝の気持ちを培っている。 

 
 

● 少子化に伴い、普段幼児と接点のない生徒も、幼児とふれあいを

持つことができ、幼児理解を深めることができた。 

● コミュニティ・スクールとしての小中一貫教育だけでなく、保育

園との交流も行うことにより、地域との連携がさらに深まり、周

囲に感謝する気持ちが高まった。 

 

● 幼児と触れ合う際、常に周りに気を配りながら接する大変さ、飽

きないように新しいことを常に考えながら接することの難しさを

体験することができた。 

● 幼児は、性格や成長に差が見られた。このことは幼児の行動にも

よく表れていて、保育士の先生がそれをよく理解して行動している

のを見て、子育ての大変さと楽しさを体験することができた。 

幼児ふれあい体験
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